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Ａ．研究背景 

化学物質過敏症をはじめとした中枢性感作症候

群は心理社会的な問題が関連していることも多く、

心療内科領域で扱う病態と親和性が高い。さらに

高齢者においても、これらの複合的なメカニズム

は頻繁に存在しており、地域における潜在性も高

いと考えられる。本施設においては、心療内科外来

に通院する症例と地域高齢者に潜在した中枢性感

作の関連する病態の調査研究を併行することによ

り、メカニズムを多角的に評価し、Quality of life

の向上や啓蒙活動の一助となるように取り組む。  

中枢性感作はうつ病との関連が知られているが、

うつ病と類似した症候を呈する Apathy との関連

についての調査はない。本年度では、認知症の前駆

的な病態である MCI の高齢者において、頻発する

症候である Apathy 症状について注目し、中枢性感

作との関連性について探索的な検討を実施した。 

 

Ｂ．研究目的と方法 

 本調査の目的は都市部高齢者において、MCI に

おける Apathy 症状と中枢性感作の関連性を評価

し、検討することである。大規模コホート調査に参

加している都内某地域に在住の65歳以上の高齢者

のうち、先行研究に準じて MMSE のスコアが 24

点から 27 点の場合を MCI と定義し、本調査の対

象とした。尚、除外基準は類似症候を呈するうつ病

の治療歴がある者とした。対象者は中枢性感作に

ついて CSI、Apathy 症状について DAS で評価さ

れた。DAS は executive、emotional、cognitive 

initiation の 3 つの下位尺度から構成されており、

総合得点および下位尺度と CSI の相関性について

Spearman の順位相関係数を算出した。 

尚、本研究に際しては倫理委員会の承認を得て

から実施し、対象者に対しては文書により調査の

協力についての参加同意を得た。 

 

Ｃ．研究結果 

 参加者は男性49名、女性71名で、平均年齢は

76.6±6.5歳であった。MMSEの平均は26.1±1.0点、

CSIの平均は10.8±8.3点、DASの総合得点の平均は

15.6±4.5点であった。 

相関分析では、CSIとDASの総合得点は有意な相

関関係を認めなかった。一方、DASの下位尺度との

関連については、Exective ApathyとCSIに有意な

正の相関を認め（r=0.52, p<0.001）、Emotional 

ApathyとCSIには有意な弱い負の相関を認めた
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（r=-0.22, p<0.05）。Cognitive initiation Apathy

とCSIには有意な相関関係を認めなかった。 

 

Ｄ．考察 

 Exective Apathy は遂行機能障害を反映してお

り、動物実験レベルでは MCI におけるミクログリ

アの異常活性化に伴う脳内炎症が原因であると推

定されている。ミクログリアの機能異常は、慢性疼

痛やうつ病における中枢性感作とも関連が推定さ

れており、Apath 症状と中枢性感作の類似性を示

唆すると考えられた。一方で、MCI の高齢者では

脳内におけるデフォルトモードネットワークの機

能的結合性が健常者よりも少ないことで、

Emotional Apathy と関連することが報告されて

いる。しかし中枢性感作では、デフォルトモードネ

ットワークの機能的結合性と相関している破局的

思考と関連があり、本結果は Apathy 症状と中枢性

感作におけるデフォルトモードネットワークの役

割の違いが反映されたと考えられた。 

 

Ｅ．結論 
MCIにおけるApathy症状と中枢性感作には、ミ

クログリアの機能異常という、共通した機序が一部
で存在する可能性が示唆された。 
一方、デフォルトモードネットワークの役割の違

いも認められ、Apathy症状と中枢性感作のメカニ
ズムに関連や連続性が存在するのか否かついては、
今後さらなる検討が必要であると考えられた。 

 
Ｆ．研究発表 
 1.  論文発表 
・総説・解説 
なし 

 
・原著 

なし 
 

 2.  学会発表 
・一般演題 
橋本和明，端詰勝敬ら．第134回日本心身医学会

関東地方会，東京． 
 

・シンポジウム 
なし 

 
Ｇ．知的財産権の出願・登録状況 
  （予定を含む。） 
 1. 特許取得 
   なし 
 
 2. 実用新案登録 
   なし 
 
 3.その他 

   なし 


